
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 １０１３ 

令和５年度 福祉科 

教科 福祉 科目 コミュニケーション技術 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

この授業では、人とコミュニケーションをとるということ、特に、人の話を聴くということに

ついて勉強していきます。日常生活の中で、色々な人とコミュニケーションを取る機会はたくさ

んあります。そこで、自分の意見を伝え、相手を受け入れ、良好な関係を築くにはどのようなコ

ミュニケーションをとっていけばいいのかを考えていきましょう。そのために、話を聞くプロで

あるカウンセラーがどのような技術を用いて話を聴いているのか勉強していきます。授業で勉強

したことを日常生活の中で、積極的に使ってください。話をしっかりと聴くということは、相手

を大切にするということです。相手を大切にすることのできる話の聴き方、姿勢を 1年間かけて

身につけていきましょう。 

２ 学習の到達目標 

【a：知識・技術】 

 カウンセリングの基礎理論及びカウンセラーの聴き方の技術を学び、日常での人との良好なコミュ

ニケーション作りや将来の仕事に生かせるように知識や姿勢を身につける。 

【b：思考・判断・表現】 

 カウンセリングの考え方や聴き方の技術を用いて、相手の話に対してどのように伝え返すか考え、

言葉として表現することができるようになる。 

 性格検査や心理テスト等について学び、実習することで自己理解を深める。 

【c：学びに向かう力人間性等】 

エンカウンターワークやグループ実習、話し合いなどを通じて人との関わりを多く経験し、積極的

に人と関わろうとしている。 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

コミュニケーションに関す

る基礎的な知識を身につ

け、コミュニケーションの

持つ意義や役割を理解して

いる。 

カウンセリングに関わる技

術を身につけ、日常生活に

おけるコミュニケーション

に関する諸活動にその技術

を適切に活用している。 

日常生活における良好な人

間関係を形成するためのコ

ミュニケーションの基礎に

ついて思考を深め、基礎的な

知識と技術を基に、表現する

創造的な能力を身につけて

いる。 

コミュニケーションに関心

を持ち、日常生活において良

好な人間関係を形成するた

めに主体的に取り組むとと

もに、実践的な態度を身につ

けている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
と
役
割 

・エンカウンターワーク 

・自己肯定度インベントリー 

・コミュニケーションとは 

a:コミュニケーションに関する

基礎的な知識を身につけ、意義や

役割を理解している。 

b:人間関係の形成、コミュニケー

ションの基礎について思考を深

め、基礎的な知識と技術を基に適

切に判断し、その過程や結果を適

切に表現している。 

c:コミュニケーションについて

関心を持ち、人間関係の形成、コ

ミュニケーションの基礎につい

て探求しようとしている。 

テスト プリント

の記述 

 

プリントの

取り組み 

ワークの

参加 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
技
術 

・言語的コミュニケーションと

非言語的コミュニケーション 

・カウンセリングとは 

・カウンセリングの展開 

・言葉以外で伝わるもの 

・カウンセリングの聴き方のい

ろいろ 

a:コミュニケーションにおける

非言語的な面に関する知識を身

につけている。カウンセラーが使

う話の聴き方を身につけている。 

b:コミュニケーション、特にカウ

ンセリングの聴き方の基本技術

を通して、言葉や非言語的な面を

どのように返していくか考え、表

現している。 

c: コミュニケーション、特にカ

ウンセリングの聴き方の基本技

術の意義や役割について関心を

もち、コミュニケーションの基礎

について探求しようとしている。 

テスト テスト 

プ リ ン ト

の記述 

プリントの

取り組み 

ワークの

参加 

 

２ コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
技
術 

・カウンセラーに必要なこと 

・聴き取り実習 

・コミュニケーションワーク 

・カウンセリングの応用技術 

・逐語記録とは 

・逐語記録の分析 

a:コミュニケーションにおける

非言語的な面に関する知識を身

につけている。カウンセラーが使

う話の聴き方を身につけている。 

b:コミュニケーション、特にカウ

ンセリングの聴き方の基本技術

を通して、言葉や非言語的な面を

どのように返していくか考え、表

現している。 

c: コミュニケーション、特にカ

ウンセリングの聴き方の基本技

術の意義や役割について関心を

もち、コミュニケーションの基礎

について探求しようとしている。 

テスト テスト 

プ リ ン ト

の記述 

プリントの

取り組み 

ワ ー ク の

参加 
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サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

・カウンセリングのシナリオ作り 

・シナリオの発表 

a:サービス利用者とのコミュニ

ケーションに関する基礎的・基本

的知識と技術を身につけ、コミュ

ニケーションの工夫について理

解している。 

b:サービス利用者とのコミュニ

ケーションの様々な課題の解決

を目指し、その技術や知識を適切

に判断し、その過程や結果を適切

に表現している。 

c:サービス利用者に関するコミ

ュニケーションの様々な課題に

関心を持ち、コミュニケーション

の工夫について探求しようとし

ている。 

シ ナ リ オ

内容 

シ ナ リ オ

内容 

シ ナ リ オ

作 り の ペ

アワーク 

シ ナ リ オ

発表 

３ コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
と
役
割 

・20 答法 

・エゴグラム 

・自己肯定度インベントリー 

a:コミュニケーションに関する

基礎的な知識を身につけ、意義や

役割を理解している。 

b:人間関係の形成、コミュニケー

ションの基礎について思考を深

め、基礎的な知識と技術を基に適

切に判断し、その過程や結果を適

切に表現している。 

c:コミュニケーションについて

関心を持ち、人間関係の形成、コ

ミュニケーションの基礎につい

て探求しようとしている。 

テスト プ リ ン ト

の記述 

プリントの

取り組み 

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

・実習に関わる悩み作り 

・カウンセリング実習 

a:サービス利用者とのコミュニ

ケーションに関する基礎的・基本

的知識と技術を身につけ、コミュ

ニケーションの工夫について理

解している。 

b:サービス利用者とのコミュニ

ケーションの様々な課題の解決

を目指し、その技術や知識を適切

に判断し、その過程や結果を適切

に表現している。 

c:サービス利用者とのコミュニ

ケーションに関する基礎的・基本

的知識と技術を身につけ、コミュ

ニケーションの工夫について理

解している。 

テスト 

実習内容 

テスト 

実 習 内

容 

悩みづくり

の 取 り 組

み 

実習の取

り組み 

 

※ 表中の観点について a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度        


